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１．気候移行計画の考え方

カーボンニュートラル実現に向けた取組方針 

近年、世界の各地域において極端な気象現象が頻発しており、私たちの日常生活や企業活動に大きな影響が

生じています。 2015年に採択された国連気候変動枠組条約「パリ協定」では、気候変動への対応や脱炭素

社会への移行に向けて、産業革命以前に比べ世界の平均気温上昇を2℃より十分に低く保つこと、また可能な

限り1.5℃に抑えることを求めています。

持続可能で安心・安全な地球環境を将来世代へ引き継いでいく上で、気候変動、脱炭素化に対する取り組みは、

国際社会が協働して取り組まなければならない最も重要な社会課題と位置付けられています。

アビームコンサルティングは、変革を通じてクライアントの継続的な企業価値向上に貢献すること、地域や

企業の特性を活かすグローバルコンサルティングファームであることを経営理念として掲げています。また、

新しい価値を創出する社会変革アクセラレーターとして、ステークホルダーとの対話や共創によりサステナビ

リティ活動を推進することを方針としています。多様かつ専門性の高いケイパビリティと豊富な経験を活かし

たコンサルティングサービスの提供を通じ、国際社会共通の課題である気候変動への対応、脱炭素化社会へ

の移行に貢献します。加えて、エネルギーマネジメントの高度化や再生可能エネルギーの導入進展により自社

拠点の温室効果ガス排出量(以下、GHG排出量)の削減を進め、2030年度までのカーボンニュートラル実現※を

目指します。

※カーボンニュートラル目標はGHGプロトコルに基づくScope1および２を対象としたものです。Scope3はデータの整備・正確性向上に
取り組み、今後削減目標を決定します。

カーボンニュートラル実現への取り組み | アビームコンサルティング (abeam.com

経営理念／ブランド | アビームコンサルティング (abeam.com)

https://www.abeam.com/jp/ja/sustainability/env/carbon
https://www.abeam.com/jp/ja/about/idea
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国内拠点において先行実施、グローバルでは2030年度までにカーボンニュートラルを実現します。

時期
~2023年度 2024年度 2025年度

STEP1

STEP2

Target1

◼ 海外バウンダリー精査
◼ スコープ1,2,3データ精緻化

海外連結会社

◼ 国内連結会社Scope1,2,3数値精緻化

国内連結会社

グループ連結での
脱炭素対応

2030年度

国内カーボン
ニュートラル達成

グローバルカーボン
ニュートラル達成

Target2

＜国内単体中心の取り組み＞
省エネ・再エネ導入・

TCFD賛同

１．気候移行計画の考え方

カーボンニュートラル実現への道すじ 



２．ガバナンス体制
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アビームコンサルティングは、代表取締役社長CEOを委員長とするサステナビリティ委員会を設置し、
経営の重要課題として気候変動への対応について議論しています。サステナビリティ委員会で議論された重要
事項については経営委員会へ答申しています。
取締役会では、サステナビリティ委員会・経営委員会にて審議・承認された重要事項に係る報告を受け、気候
変動・脱炭素を含むサステナビリティ課題に関する方針・対応内容、KPIの進捗について審議・監督を行って
います。

ガバナンス | 会社情報 | アビームコンサルティング (abeam.com)

２．ガバナンス体制

体制・報告

https://www.abeam.com/jp/ja/about/sustainability/governance/


３．トランジション戦略
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３．トランジション戦略

アビームコンサルティングは、2030年度までにカーボンニュートラルを達成することを目標に掲げています。
国内の自社拠点においては2025年度まで、海外拠点を含むアビームグループ全体では2030年度までにカーボン
ニュートラルを実現します。

電力使用量を中心にエネルギー使用量を削減するための各種省エネ施策を実施しつつ、再生可能エネルギーへ
の切替･導入を促進します。エネルギー使用量削減や再生可能エネルギーの活用後に削減しきれず残ったGHG
排出量については、クレジット等の購入により、グループ全体でのカーボンニュートラルを
実現します。また、これらの施策に関する社員教育・啓発活動を継続的に実施します。

出所：カーボンニュートラル実現への取り組み | アビームコンサルティング (abeam.com

カーボンニュートラルを実現するためのトランジション・プラン

•エネルギーマネジメントの強化
•高効率機器（PC、その他電気
機器）の導入･入替

•照明空調の自動制御の導入

• ビルオーナーとの再生可能エネ
ルギーの調達交渉

• 再生可能電力の調達が可能なビ
ルへのオフィス移転 等

•カーボンプライシング、追加
性の観点を考慮の上、再エネ
クレジット等を調達

STEP02
再生可能エネルギー導入

STEP01
エネルギー使用量削減

STEP03
クレジット・証書の調達

継続実施

継続実施

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
達
成

ラスト
１mile

https://www.abeam.com/jp/ja/sustainability/env/carbon


©︎2024 ABeam Consulting Ltd.confidential10

2024年度以降、国内外グループ連結会社のカーボンニュートラル推進体制の再構築、データの精緻化に取り組
んでいます。また、海外拠点においても再生可能エネルギーの導入、カーボン・クレジット調達の検討を開始
します。カーボンプライシングの観点を踏まえ、カーボン・クレジットの調達を判断します。

これまでの主な取り組み 2024年度以降の取り組み

データの

正確性向上

◼ データ収集体制の整備・再構築に取り組み、名古

屋オフィスの再エネ利用の確認等データ精度の向

上が進展

カーボン

プライシング

報告対象

◼ グループ全体での脱炭素対応進めるため、国内外

連結会社のガソリン、電力使用量、再エネ利用等

の実態把握、データ収集、推進体制を構築

◼ カーボンニュートラル（CN）対応として、Jクレ
ジットと非化石証書の調達ルートを構築

◼ 複数のカーボンクレジットチャネルにおいて、種
別や価格を比較・検討した上で再エネを調達

◼ 非化石証書価格向上に備え、今後も継続して調達
チャネルの多様化を検討

◼ Scope1の削減や海外拠点のCNに向けた再エネ導

入・証書購入検討やコスト調査を実施

◼ アビーム国内単体のScope1,2にフォーカス

◼ 国内外連結拠点のScope1,2移行計画にも対応開始

◼ ABeam JapanのScope3の削減目標の設定検討

◼ ABeam JapanのScope3の移行計画にもフォーカス

カーボンニュートラルを実現するためのトランジション・プラン

３．トランジション戦略
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サプライヤーと協働したGHG削減取組として、Scope3：カテゴリ１購入した製品・サービスにおけるGHG
排出量の算出に際し、主要なサプライヤーからの一次データ収集に取り組んでいます。サプライヤー企業が
気候変動に対して先進的な取り組みを実施している場合は、当社のScope3排出量を削減することができま
す。一方、サプライヤー企業が自社のGHG排出量算定や削減に課題を抱えている場合は、当社がエネルギー
データの収集・GHG排出量算定や削減対策の実施を支援することができます。

またサステナビリティ取組に関する以下のイニシアティブへ積極的に参画、支援しており、ステークホル
ダーと共創し国内外において気候変動・脱炭素課題の解決に取り組みます。

３．トランジション戦略

サプライチェーン、外部との協働取組

国連グローバル・コンパクト（UNGC）

CDP（気候変動）

TCFDコンソーシアム

Green × Digital Consortium

気候変動イニシアティブ（JCI）

GXリーグ

デコ活

経団連チャレンジゼロ

ジャパン･サーキュラー･エコノミー･パートナーシップ

【参画・支援する主なイニシアティブ】



４．リスク管理
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出所：TCFD提言に沿った情報開示 | アビームコンサルティング (abeam.com)

４．リスク管理

リスク・機会

全社的なリスク統制機関としてリスク･コンプライアンス委員会を設置しています。サステナビリティユニット
とリスク・コンプライアンスユニットがリスクマネジメント体制を構築し、気候変動課題について連携してい
ます。気候変動シナリオ分析においては、移行面で影響が顕在化する2℃以下(1.5℃/2℃)シナリオと物理面で
の影響が顕在化する4℃シナリオの2つを選択し、IEA※1が発行しているWEO※2等のデータに基づき、2030年度
における財務影響について評価しています。当社はコンサルティング業としてのコスト増加のリスクは大きく
ないと評価していますが、より詳細な財務影響は引き続き分析していきます。

※1．IEA(International Energy Agency)…国際エネルギー機関 ※2．WEO(World Energy Outlook)…世界エネルギー見通し

https://www.abeam.com/jp/ja/sustainability/env/tcfd
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出所：TCFD提言に沿った情報開示 | アビームコンサルティング (abeam.com)

４．リスク管理

シナリオ分析

社会全体が積極的に気候変動・脱炭素化に取り組む2℃以下シナリオと、厳格な気候変動・脱炭素化対策が取ら
れない4℃シナリオのうち、影響度が大きいと評価した事項に関する対策について記載します。
なお、当社はコンサルティングサービスを提供する企業としてGHG排出量は大きくなく、カーボンニュートラ
ル達成のための一つの取り組みである非化石証書等の購入に関するコスト負担に付随する財務リスクは限定的
であると考えます。

https://www.abeam.com/jp/ja/sustainability/env/tcfd


５．指標と目標
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日本国内拠点では2025年度まで、グローバル拠点を含めたグループ全体で
は2030年度までにスコープ１および２でカーボンニュートラルを達成する
ことを目標として掲げています。
目標達成に向けて、エネルギー使用量・GHG排出量のモニタリングを行い、
オフィスのエネルギー管理のさらなる高度化に取組んでいます。
また、オフィスのビルオーナーと連携して再生可能エネルギーへの切り替
えに取り組んでいるほか、オフィスの新設・移転時の選定基準に再生可能
エネルギーの活用可能性に関する基準を追加することを検討するなど、取
り組みの拡大を推進しています。
併せて、環境情報の信頼性を確保するため、毎年、国内拠点の温室効果ガ
ス排出量（Scope1,Scope2およびScope3）について第三者保証を受けて
います。

出所：カーボンニュートラル実現への取り組み | 会社情報 | アビームコンサルティング (abeam.com)

５．指標と目標

対象拠点 カーボンニュートラル達成時期

日本国内全拠点 2025年度まで

国内外全拠点 2030年度まで

カーボンニュートラル達成目標

温室効果ガス排出量等検証報告書

【温室効果ガス排出量等検証報告書】

https://www.abeam.com/jp/ja/about/sustainability/env/carbon/
https://www.abeam.com/content/dam/abeam/jp/ja/about/sustainability/env/carbon/tcfd_abeam_2024.pdf
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2023年度のGHG排出量（Scope1,2）は、再エネ化・非化石証書購入により大幅に削減が進展し、アビームグ

ループ全体で2022年度比▲29.0%となりました。海外拠点での排出量は増加しており、全体に占める海外拠点
の割合がFY23の30%から51%に上昇しています。

2024年度から開始した海外拠点カーボン・ニュートラル情報共有会等を通じ、定期的にモニタリングし、特

に排出量の多い拠点に対する削減の働きかけを実施します。

ABeam

Japan

52%

ABS

18%

中国

17%

マレーシア
6.7%

タイ
3.0%

ベトナム

1.2%
シンガポール

0.5%
韓国

0.4% インドネシア

0.1%

UK

0.1%

2022年度

GHG排出量

1,626t-CO2

ABeam
Japan
34%

ABS
15%中国

25%

マレーシア
11.4%

タイ
8.1%

ベトナム

3.2%

シンガポール

1.1%
韓国

0.6% インドネシア

1.5%

2023年度

GHG排出量

1,154t-CO2

５．指標と目標

GHG排出量（Scope1，2）



©︎2024 ABeam Consulting Ltd.confidential18

５．指標と目標

アビームグループ全体の再生可能エネルギー利用率を環境取組のKPIに設定しています。

2023年度は国内拠点での再生可能エネルギーの導入や非化石証書調達により、44.5%まで増加しています。

引き続き、海外拠点を含め、移転時の再エネビル選定や非化石証書・クレジット調達により拡大を目指します。

0.0 14.7 16.3 
30.9 

13.6 

0

20

40

60

80

100

120

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

【ABG全体の電力使用量に対する再エネ率】

小売り再エネ 非化石証書 非再エネ

44.5%

+ 28.2pt
（対前年度）

再生可能エネルギー利用率
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出所：カーボンニュートラル実現への取り組み | アビームコンサルティング (abeam.com)

2022年度のバリューチェーン全体のGHG排出量は、Scope1＋2が7.3％、Scope3が92.7％となっています。
Scope3の内、カテゴリ1：購入した製品・サービスのGHG排出量が一番大きく、2番目がカテゴリ6：従業員
の出張、3番目がカテゴリ2：資本財です。継続的にデータの正確性向上、精緻化に努めるとともに、排出量
の大きいScope３カテゴリ１:購入した製品・サービスについて、取引先企業と協働し削減に取り組みます。
Scope3についても削減目標の設定を検討しています。

2023年度 バリューチェーン全体のGHG排出量 （CO2-t）

Scope1 直接排出 56

Scope2 電気･熱の使用に伴う間接排出 1,098

Scope3 その他の間接排出 31,438

Cate1 購入した製品・サービス 16,476

Cate2 資本財 7,731

Cate3 Scope1,2に含まないエネルギー活動 343

Cate4 輸送、配送（上流） 312

Cate5 事業活動から出る廃棄物 24

Cate6 従業員の出張 6,552

GHG排出量（Scope3）

５．指標と目標

Scope1

0.2%

Scope2

3.4%

Cate1

50.6%
Cate2

23.7%

Cate3

1.1%

Cate4

1.0%

Cate5

0.1%

Cate6

20.1%

2023年度

GHG排出量

（t-CO2）

https://www.abeam.com/jp/ja/sustainability/env/carbon


アビーム、ABeam及びそのロゴは、アビームコンサルティング株式会社の日本その他の国における登録商標です。

本文に記載されている会社名及び製品名は各社の商号、商標又は登録商標です。
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